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市民社会の明日を考える
～NPOの現在とこれから～
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　シャプラニールは「市民による海外協力」を標榜し、現行中期ビジョン（2021-2025）
でも「市民の力で」社会課題の解決を目指すことを改めて強調しています。「市民活動」
の担い手としてNGOを含めた‘NPO（Non-Profit Organization、非営利組織）’
が活躍してきましたが、その活動を促進するために制定された特定非営利活動促進法
（NPO法）が制定されてから20年以上たった今、NPO法人の設立数は増えず、解散
する団体も増えています。一方で、比較的設立や運営が簡便な一般社団法人などの法
人格が選択されるケースが増え、学生団体など法人格に縛られず自由に活動すること
を選択する人々も増えています。
　このような状況の中、「市民活動」や「市民社会」の担い手がどのように変化してきた
のか、市民社会組織が直面する現在の課題とこれからの展望について多様な視点から
検証し、それでもシャプラニールが市民社会組織として社会課題の解決に取り組む意
義を再確認したいと思います。
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とあるバングラデシュの農村
にて。フェアトレード団体の
工房から女性たちの楽しそう
な会話が聞こえてきます。チ
クチク…一針ひと針、丁寧に
刺しゅう製品を作っている女
性たちの優しい笑顔がとても
印象的でした。
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市民社会の明日を考える
～NPOの現在とこれから～

特集

N
P
O
を
は
じ
め
と
す
る

市
民
社
会
組
織
の
こ
れ
ま
で

　

市
民
社
会
組
織
は
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
組
織

（N
on-Profit O

rganization

＝
N
P
O
）
と
政
府

と
は
異
な
る
民
間
の
立
場
を
重
視
す
る
組
織
（N

on-
governm

ental O
rganization

＝
N
G
O
）
と
見

る
視
点
の
違
い
に
よ
っ
て
呼
ば
れ
方
が
違
い
ま
す
が
、

と
も
に
市
民
社
会
の
担
い
手
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
は
1
9
7
2
年
の
設
立
以
来
、

任
意
団
体
の
市
民
社
会
組
織
と
し
て
活
動
し
て
き

ま
し
た
が
、
法
人
化
を
果
た
し
た
の
は
29
年
後
の

2
0
0
1
年
で
す
。
も
と
も
と
日
本
国
内
で
は
、
官

庁
か
ら
極
力
制
約
さ
れ
な
い
、
自
由
度
の
高
い
法
人
格

が
市
民
社
会
組
織
に
は
必
要
と
い
う
議
論
が
90
年
代
に

生
ま
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
95
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

を
ひ
と
つ
の
契
機
と
し
て
市
民
活
動
の
意
義
が
認
知
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
市
民
社
会
組
織
と
超
党
派
の
国
会

議
員
が
連
携
し
て
立
法
の
活
動
が
具
体
化
し
、
98
年

に
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
い
わ
ゆ
る
N
P
O
法
）

が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
法
人
化
を
検
討
し
て

い
た
シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
も
、
ほ
か
の
法
人
格
と
の
比
較

の
上
で
、
市
民
活
動
に
ふ
さ
わ
し
い
N
P
O
法
人
を

選
択
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
数
回
に
わ
た
る
改
正
が
行
わ
れ
、
活
動
分

野
の
拡
大
に
よ
り
一
定
の
条
件
（
収
益
の
う
ち
寄
付

の
割
合
が
多
い
な
ど
）
を
満
た
し
た
高
い
公
益
性
を

も
つ
N
P
O
法
人
に
税
制
優
遇
が
与
え
ら
れ
る
認
定

N
P
O
法
人
制
度
な
ど
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
シ
ャ
プ

ラ
ニ
ー
ル
も
2
0
0
9
年
に
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

非
営
利
の
法
人
格
全
体
と
し
て
は
、
2
0
0
8
年

に
公
益
法
人
改
革
が
行
わ
れ
、
新
た
に
一
般
法
人
（
一

般
社
団
法
人
と
一
般
財
団
法
人
）
と
公
益
法
人
（
公
益

社
団
法
人
と
公
益
財
団
法
人
）
の
制
度
が
創
設
さ
れ
て

い
ま
す
。

市
民
社
会
組
織
の
担
い
手
の
変
化

　

N
P
O
法
人
は
、
制
度
化
以
降
、
順
調
に
そ
の
数

を
伸
ば
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
8
年
ほ
ど
は
ほ
ぼ

増
加
せ
ず
、
5
1
0
0
0
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す

（
P
5
図
1
）。
こ
れ
は
、
資
金
や
人
材
不
足
、
活
動
者

の
高
齢
化
な
ど
が
理
由
で
解
散
す
る
法
人
が
多
く
な
っ

て
き
た
こ
と
に
加
え
て
、
同
じ
非
営
利
法
人
格
で
も
設

立
の
手
続
き
が
比
較
的
簡
単
な
一
般
法
人
を
選
択
す
る

団
体
が
増
え
た
こ
と
と
（
P
5
図
2
）、
組
織
運
営
や
意

思
決
定
に
時
間
を
か
け
ず
、
本
来
の
や
り
た
い
活
動
に

注
力
す
る
た
め
、
法
人
化
自
体
を
選
択
し
な
い
グ
ル
ー

プ
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
理
由
に
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

法
人
数
が
多
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
実
際
Z
世
代
（
注
）
と
言
わ
れ
る
、
主
に
気

候
変
動
問
題
な
ど
に
取
り
組
む
若
い
人
た
ち
の
中
に

は
、
変
化
の
激
し
い
時
代
に
意
思
決
定
に
時
間
を
使
う

N
P
O
法
人
は
「
も
う
古
い
」
と
言
い
切
る
人
も
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
形
態
ひ
と
つ
と
っ
て
も
市
民
社

会
の
担
い
手
が
多
様
化
し
て
き
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

N
P
O
法
の
制
定
は
日
本
の
市
民
社
会
に
と
っ
て
大

き
な
意
義
が
あ
っ
た
も
の
の
、
今
後
は
法
人
格
自
体
に

捉
わ
れ
ず
に
市
民
社
会
組
織
同
士
の
連
携
・
協
働
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
国
内
に
は
N
P
O
法
人
を
は
じ
め
と

す
る
市
民
社
会
組
織
の
組
織
基
盤
強
化
や
他
セ
ク
タ
ー

と
の
連
携
・
協
働
の
促
進
、
地
域
課
題
の
世
論
啓
発
な

ど
に
取
り
組
む
N
P
O
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市
民
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
中
間
支
援
組
織
が
県
域
・
基

礎
自
治
体
域
を
合
わ
せ
る
と
5
0
0
近
く
あ
り
ま
す
。

前
述
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
中
間
支
援
組

織
が
法
人
格
の
枠
を
超
え
た
形
で
市
民
社
会
組
織
や
地

域
に
お
け
る
市
民
社
会
の
強
化
を
図
っ
て
い
け
る
か
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
社
会
組
織
の
機
能
と
こ
れ
か
ら

　

市
民
社
会
組
織
の
機
能
と
し
て
、大
き
く
分
け
て「
社

会
課
題
の
解
決
」
と
「
新
し
い
価
値
の
創
造
」
と
い
う

二
つ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
企
業
や
行

政
で
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
活
動

に
あ
た
っ
て
市
民
の
意
識
変
化
や
行
動
変
容
を
促
し
て

い
る
か
、
企
業
や
行
政
に
対
し
て
方
針
や
政
策
提
言
な

ど
改
善
の
働
き
か
け
を
行
っ
た
う
え
で
連
携
・
協
働
が

行
わ
れ
て
い
る
か
、
で
す
。
他
セ
ク
タ
ー
と
の
協
働
に

際
し
て
も
「
モ
ノ
言
う
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
の
立
場

を
貫
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
の
現
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
謳
わ
れ
て

い
る
「
ツ
ナ
ガ
リ
シ
ャ
プ
ラ
」（
多
様
な
市
民
と
つ
な

が
り
行
動
す
る
）
と
「
イ
ン
パ
ク
ト
シ
ャ
プ
ラ
」（
他

団
体
・
セ
ク
タ
ー
と
の
協
働
に
よ
り
社
会
的
に
影
響
力

を
持
つ
）
は
こ
れ
を
意
識
し
た
も
の
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
上
述
の
市
民
参
加
や
提
言
と
い
っ
た
運
動
性
を

軽
視
し
て
、
対
価
を
伴
っ
た
単
な
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
や

行
政
事
業
の
受
託
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
「
市
民
社
会
組

織
」
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
か
つ
て
シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー

ル
で
も
さ
か
ん
に
議
論
さ
れ
た
事
業
性
と
運
動
性
と
の

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
の
議
論
が
市
民
社
会
全
体
と
し
て

必
要
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

気
候
危
機
や
感
染
拡
大
、
格
差
と
分
断
な
ど
、
全
世

界
的
な
問
題
が
山
積
み
と
な
っ
て
い
る
中
で
市
民
社
会

組
織
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
50

年
間
、「
市
民
に
よ
る
海
外
協
力
」
を
標
榜
し
て
き
た

シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
だ
か
ら
こ
そ
、
現
在
の
市
民
社
会
の

状
況
に
対
し
て
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

出典元：（左）内閣府NPOホームページ（2021年度11月末時点）　（右）法務省登記統計（2021年5月末時点）

（
注
）
お
お
む
ね
1
9
9
0
年
半
ば
か
ら
2
0
1
0
年
代
生
ま
れ
の
世

代
で
、
気
候
変
動
を
は
じ
め
と
し
た
社
会
問
題
へ
の
関
心
が
高

い
傾
向
が
あ
る
。

NPOやNGOをはじめとする市民社会組織は、時代の変遷に
伴い、社会の中での位置づけや他のセクターとの関係性が変
容してきました。ここでは特集のはじめにあたって、市民社会
組織の担い手や社会における機能の変化について整理します。
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■（図1）NPO法人数 ■（図2）一般社団法人の推移

ほとんど歩かない生活。脚力の低下を痛感し、筋トレするも続かず…（内山智子／バングラデシュ事務所長）ここ2年間、100歩程度しか歩かない日も多かったと振り返り…今年は身体を動かしたいです。ギシギシ。（小川晶子／国内）
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現場からみる市民社会のいま
　今の市民社会の現状を、専門家や研究者はどのように見ているのでしょうか。日本のNPOのネットワーク
組織として重要な役割を果たしてきた日本NPOセンターの萩原代表理事と、就労支援の現場で長く活動を続
け、市民社会に関する言論でも知られる静岡県立大学の津富教授に、それぞれの立場から見た「市民社会のい
ま」をテーマに寄稿いただきました。

第 Ⅱ 部

私がNPOの話をするときに必ず引用する言葉
が二つある。いずれも公益財団法人トヨタ財

団の助成プログラム『市民研究コンクール－身近な
環境をみつめよう』（1979年～1997年）に縁のある
言葉である。一つは「何かを不思議に思ったら、何
かを美しいと思ったら、何かをこれじゃ困ると思った
ら、それが研究の始まりです」。これは選考委員の
谷川俊太郎さんが書き下ろしてくださった募集要項
冒頭に書かれた一節である。もう一つは「たんけん・
はっけん・ほっとけん」。これは第4回助成対象チー
ム「蒲生野考現倶楽部」（滋賀県）のスローガンであ
る。市民の自発的な活動は何から始まるのか、市民
活動の存在意義はどこにあるのか、市民社会の役割
とは何かを端的に現す名言だと思っている。しかも
NPOに求められる3つの思考もしっかりと内包され
ているのである。

3つの思考とは、論理的思考、デザイン思考、
アート思考である。論理的思考とは前例を重

視し、データを分析し、理論立てて結果を導き出そ
うとする思考で、仮説やエビデンスを重視する。論
理的思考の重要性は変わらないが、現代のように社
会問題や課題が複雑化・潜在化している時代の解決
の方法としては限界があることが指摘されている。
NPOの多くは様々な問題を抱えた多様な人々を支
える活動をしている。当然のことながら彼らのニー
ズや課題がすべて可視化されているわけではない。
そこで注目されているのがデザイン思考やアート思
考である。デザイン思考とは活動のプロセスで彼

近 代とは、市民社会をつくりだそうというプロ
ジェクトである。当初、市民社会を構成すると

想定されたのは資本を持つ男性（ブルジョワジー）、
いわば「強き市民」である。その後、市民であるため
の要件は緩和され、資産を持たないことも、女性であ
ることも、市民であるための壁ではなくなった。
しかしながら、後期近代である今、新自由主義の席
巻とともに、人々の周縁化が進展し、私たちの多くは
「弱き市民」となった。「いし・かわら・つぶて」（親
鸞『唯信鈔文意』・『真宗聖典』）となり、「貧しく小さ
くされている人たち」（本田哲郎『釜ヶ崎と福音』）と
なったのである。私たちが、静岡で行っている就労
支援を通じて出会う人々は、まさにこうした人々であ
る。

両 親が離婚し、父親から虐待を受けてきた、障
害を持つ25歳の男性。人間関係をつくるこ

とができず、学校に行くことも、就職することもまま
ならないまま今に至る。
母親の再婚を機に、母屋から追い出されて納戸で暮
らしてきた19歳の女性。高校卒業後、生活費を絶た
れ、一人暮らしを迫られる。
両親が早くに亡くなり、一家離散して、各地を転 と々
しながら、住むところを失って静岡にたどり着いた
38歳の男性。食事をしていなかったため、出会った
その日に倒れる。
静岡では、こうした人々が働く喜びを手に入れられ
るよう、普通の市民が伴走している。つながりあう
ことで、ネグリとハートの言うところのマルチチュー
ド（＝多様なままの連帯）を形成し、新自由主義の挽
き臼から逃れうる解放区をつくっているのだ。

誰もが多様なギフトワーク（自発的な社会活動）を享受する社会を目指して

市民社会について今考えること～現場と学術の双方の立場から～

らに寄り添うことで潜在的ニーズを発見し、解決す
るためのアイデアを共に創出するための思考といえ
る。大事なポイントは観察、見つめる、共感である。
そしてアート思考はイノベーション思考と言われて
いるように、前例や実現性にとらわれずに、独創性の
ある関心から社会を見つめることにより新たな課題
を発見したり、解決策を創造したりする思考である。
つまり固定観念や偏見にとらわれない「個人」（市
民）の自由な発想、新しい視点、価値観がポイントと
なる。

不確実性を抱えた社会においては多様な社会
課題の解決に柔軟に取組むNPOの存在がま

すます重要となる。その担い手として、“何かを不思
議”に思ったり、“何かを美しい”と思ったり、“何かを
これじゃ困る”と思い、“ほっとけん”とギフトワーク
する、アート思考を持った「個人」（市民）があちこち
に“増殖”することを期待したい。

マルチチュードによる統治の淵源を探せば、ブ
クチンの「リバタリアン自治体主義」、さらにさ

かのぼれば、クロポトキンの相互扶助、プルードンの
相互主義がある。ブクチンは次のように述べる。「…
アナキストの伝統の多くは…地域社会、連合、経済
の自治管理、人類と自然のあいだの新しいバランス
の広範囲に及ぶ重要性といった…ありえたはずの過
去の可能性の認識なのである。」（p.160）

私 たちは、このありえたはずの過去を取り戻そ
うとする運動を継承し、「弱き市民」からなる

市民社会をつくろうとしている。

参考文献
マレイ・ブクチン『エコロジーと社会』（1996 白水社）
アントニオ・ネグリ、マイケル・ハート
『マルチチュード（上）（下）』（2005 NHKブックス）

PROFILE
萩原 なつ子（はぎわら・なつこ）
立教大学社会学部教授/大学院21世紀社会デザイン研究科・
教授、認定特定非営利活動法人日本NPOセンター代表理事。
（財）トヨタ財団アソシエイト・プログラム・オフィサー、東横学
園女子短期大学助教授、宮城県環境生活部次長、武蔵工業大
学環境情報学部助教授等を経て、現職。著書に「市民力による
知の創造と発展」。2004年より日本NPOセンター常務理事、
副代表理事を経て2018年より代表理事。

PROFILE
津富 宏（つとみ・ひろし）
NPO法人青少年就労支援ネットワーク静岡 元理事長、静岡県
立大学国際関係学部 教授。1983年から法務省にて少年院の
教官として勤務。2002年静岡県立大学に移り、現在、同大学
教授。専門は犯罪学、評価研究。静岡で市民活動に取り組み、
2002年に青少年就労支援ネットワーク静岡を発足、2004年、
NPO法人化に伴い理事長となる。同団体の市民ボランティア
のネットワークによる就労支援は「静岡方式」として知られる。
2021年同法人の理事長を退任。

音楽が流れたら自然と踊れるネパール人。最初は断っていた私も見よう見まねでステップステップ。（勝井裕美／ネパール事務所長）大学生の娘曰く「マルクス主義者が周りに多い」のだそう。現状への不満の裏返しなのか…。（小松豊明／事務局長）
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市民社会の明日を考える
～NPOの現在とこれから～

特集

多
様
な
視
点
か
ら
見
た
市
民
社
会
組
織
の
役
割
と
存
在
感
　

N
P
O
や
市
民
社
会
組
織
を
少
し
外
か
ら
見
た
時
に
、
そ
の
存
在
は
ど
の
よ

う
に
見
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
N
P
O
と
時
に
連
携
し
、
時
に
対
峙
す

る
存
在
で
あ
る
企
業
の
立
場
、
そ
し
て
国
境
や
組
織
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

枠
を
飛
び
越
え
、
軽
や
か
に
活
躍
す
る
若
い
世
代
か
ら
の
声
を
き
き
ま
し
た
。

聞
き
手
／
代
表
理
事　

坂
口
和
隆

第 Ⅲ 部　

日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
株
式
会
社
（
以
下
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
）
に
在
籍
し
、
女
性
や
若
者

の
就
労
支
援
、
災
害
復
興
支
援
な
ど
、
産
官
学
N
P
O
連
携
の
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
イ
ン
パ

ク
ト
を
通
じ
た
社
会
貢
献
を
目
指
す
龍
治
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
も
I
T
企
業
と
し
て
の
特

性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
N
P
O
・
N
G
O
へ
支
援
や
ご
自
身
が
携
わ
る
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
活
動
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

も
う
誰
か
が
解
決
し
て
く
れ
る
よ
ね
、
と
い
う
社
会
で
は
な
い

　

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
こ
れ
ま
で
に
多
様
な
セ
ク
タ
ー
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
ん
で

社
会
課
題
の
解
決
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
時
に
は
助
成
金
を
お
預
け
し
て
、
時
に
は
社
員

を
派
遣
し
て
。
N
P
O
・
N
G
O
の
皆
さ
ん
に
は
I
T
企
業
の
リ
ソ
ー
ス
を
上
手
に
使
っ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
組
織
基
盤
を
強
化
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
私
た
ち
の
強
み

を
活
か
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
や
意
見
交
換
、
対
等
な
立
場
で
の
最
高
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

や
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
C
O
V
I
D

－

19
の
あ
る
世
界
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ

フ
ラ
イ
ン
で
柔
軟
に
事
業
を
推
進
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
社
会
の
中
で
「
市
民
」
は
と
て
も
重
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
考
え
て
い
て
、

　

温
暖
化
を
く
い
止
め
、
循
環
型
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
む
若
者
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

一
般
社
団
法
人
S
W
i
T
C
H
を
2
0
2
1
年
1
月
に
設
立
し
た
佐
座
さ
ん
。
今
回

は
、
Z
世
代
の
若
者
の
目
線
か
ら
考
え
る
地
球
環
境
の
未
来
像
を
広
め
る
活
動
や
現
在

の
市
民
社
会
組
織
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

も
う
「
気
候
危
機
」
な
ん
で
す
よ
！

地
球
規
模
の
同
じ
目
標
を
持
っ
て
ほ
し
い

　

2
0
2
0
年
に
C
O
P
26
（
注
）
の
開
催
が
延
期
さ
れ
て
危
機
感
を
持
っ
た
世
界

の
若
者
た
ち
で
「
大
人
が
や
ら
な
い
な
ら
私
た
ち
が
！
」
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

「
M
o
c
k（
疑
似
的
）C
O
P
26
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
約
1
4
0
カ
国
の
11
歳
か
ら

29
歳
の
若
者
3
3
0
名
が
参
加
し
て
、
各
国
の
環
境
大
臣
や
国
連
青
年
担
当
者
を
お
呼

び
し
て
、
18
の
政
策
提
言
を
通
じ
て
私
た
ち
の
声
を
届
け
ま
し
た
。

　

世
界
の
人
々
が
つ
な
が
っ
て
動
く
と
パ
ワ
ー
が
違
う
っ
て
感
動
し
ま
し
た
が
、
同
時
に

日
本
の
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
が
世
界
と
か
な
り
差
が
あ
る
こ
と
も
実
感
し
ま
し
た
。

み
ん
な
世
界
の
シ
ス
テ
ム
改
革
を
求
め
て
い
て
、
や
る
気
が
違
う
。
日
本
で
気
候
危
機
の

話
を
す
る
と
「
数
十
年
の
未
来
の
話
」
と
捉
え
て
し
ま
う
け
れ
ど
、
直
接
的
に
影
響
を
受

け
て
い
る
南
半
球
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
「
今
日
、
明
日
ど
う
し
よ
う
」
と
い
う
緊
急
性

の
高
い
問
題
な
ん
で
す
。
日
本
も
島
国
だ
し
、
1
メ
ー
ト
ル
の
海
面
上
昇
で
9
割
の
砂

浜
が
失
わ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
実
は
近
い
未
来
の
話
で
す
よ
ね
。
世
界
が
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
に
急
速
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
中
で
、
世
界
と
一
致
団
結
し
て
、
日
本
は

何
を
す
べ
き
か
地
球
で
生
き
て
い
く
た
め
に
真
剣
に
考
え
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
ど
ん
な
社
会
に
し
て
い
き
た
い
か
を
大
切
に
し
た
社
会
貢
献
事
業
で
あ
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
一
企
業
人
で
あ
り
な
が
ら
、
地
域
に
戻
れ
ば
一
市

民
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
持
ち
活
動
し
て
い
ま
す
。
私
自
身

も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
地
域
の
パ
ン
屋
さ
ん
を
お
手
伝
い
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で

見
る
こ
と
の
な
か
っ
た
地
域
の
朝
昼
晩
の
リ
ア
ル
な
状
況
や
そ
こ
に
住
む
人
々
の
息
づ
か

い
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
経
験
や
つ
な
が
り
か
ら
得
ら
れ
た
見
識
や
企
業
人
と
し
て
培
っ
て
き
た
ス
キ

ル
を
ど
の
よ
う
に
事
業
に
、
地
域
に
相
互
的
に
還
元
し
て
い
け
る
か
、
よ
り
広
い
視
点
を

持
っ
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

地
球
に
も
人
に
も
優
し
い
一
市
民
、
一
企
業
人
で
あ
り
た
い

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
社
会
で
一
番
厳
し
く
、も
の
言
う
消
費
者
、で
い
て
欲
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
目
指
す
、
地
球
に
も
人
に
も
優
し
い
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
監
視
役
と
な
っ
て
選
ぶ
な
ど
。
今
や
〝
企
業
〞
や
〝
市
民
社
会
組
織
〞
と
い

う
垣
根
を
越
え
た
協
働
が
進
む
中
で
、
企
業
人
も
会
社
を
離
れ
れ
ば
市
民
社
会
の
一
員
で

す
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
多
様
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
よ
ね
。
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
は
小
さ
な
市
民
で
す
が
、
多
様
な
人
々
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担
し

な
が
ら
社
会
を
紡
い
で
い
か
れ
た
ら
、
そ
れ
は
大
き
な
流
れ
、
イ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

重
要
な
の
は
「
縦
割
り
型
」
を
越
え
た
挑
戦

　

私
た
ち
の
役
割
は
日
本
を
世
界
標
準
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
、
地
球
温

暖
化
を
1
・
5
℃
以
内
に
抑
え
る
こ
と
で
す
。
2
0
2
2
年
は
環
境
問
題
を
自
分
事
に

し
て
行
動
で
き
る
国
際
人
材
を
育
て
る
活
動
と
し
て
、
2
0
2
5
年
開
催
の
大
阪
・
関

西
万
博
ま
で
に
1
0
0
万
人
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始

め
ま
す
。
日
本
に
は
気
候
危
機
に
つ
い
て
の
情
報
が
充
分
に
な
い
か
ら
、
知
ら
ず
に
環
境

に
悪
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
環
境
に
つ
い
て
の
情
報
の
多
く
が
英
語
で
発
信
さ

れ
て
い
ま
す
か
ら
、
北
欧
を
は
じ
め
と
し
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
先
進
国
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

日
本
語
で
紹
介
す
る
こ
と
で
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
を
世
界
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ

る
こ
と
が
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ク
タ
ー
で
言
う
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
環
境
問
題
は
別
問
題
だ
と
思
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
安
定
し
た
生
態
系
の
上
に
社
会
生
活
や
ビ
ジ
ネ
ス
が
成
り
立
つ
こ
と
を
再
認

識
し
、
環
境
問
題
を
あ
ら
ゆ
る
人
が
共
通
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

私
た
ち
は
一
般
社
団
法
人
で
す
け
ど
、
行
政
、
企
業
、
市
民
団
体
…
で
き
る
限
り
色
々

な
人
を
巻
き
込
ん
で
地
域
、
国
を
越
え
て
「
循
環
型
社
会
の
実
現
」
と
い
う
世
界
規
模
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
達
成
を
第
一
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
縦
割
り
型
」
を
越

え
て
つ
な
が
り
合
う
こ
と
で
、
一
部
に
偏
っ
て
し
ま
っ
た
権
力
、
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

な
ど
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

龍
治
玲
奈
さ
ん

特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
1

佐
座
マ
ナ
さ
ん

特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
2

PROFILE
龍治 玲奈（りゅうじ・れな）
日本マイクロソフト株式会社 政策渉
外・法務本部 社会貢献担当部長
日本企業を経て、外資系企業での
CSR部門立上げを経験。その経験
をもとに企業全体で社会貢献に取
り組む姿勢に惹かれ、2007年に日
本マイクロソフト株式会社に入社
し、社会貢献部門を担当。

PROFILE
佐座 マナ（さざ・まな）
一般社団法人SWiTCH 代表理事・
COP26日本ユース代表
1995年生まれ。ロンドン大学大
学院サステナブル・ディベロプメン
トコース在学中。Mock COP26
グローバルアンバサダー。2021
年11月に開催されたCOP26では
COP26運営事務局との気候変動教
育義務化についての交渉を担当。

（
注
）
締
約
国
会
議
（C

onference of the Parties

）
の
略
。
2
0
2
1
年
に
イ
ギ
リ
ス
・
グ
ラ
ス
ゴ
ー

で
開
催
さ
れ
た
、
国
連
の
「
気
候
変
動
枠
組
条
約
」
の
加
盟
国
約
1
3
0
カ
国
の
首
脳
や
政
府
代
表
、

環
境
活
動
家
な
ど
が
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
枠
組
み
を
議
論
し
た
国
際
会
議
。

坂口代表理事（右）と

ウルドゥー語で「なるほど」は「あちゃー」って言うそうです。かわいい。あちゃー。（下鳥舞佳／広報）引っ越して、山に近いエリアに住み始めました。暖かくなったら、たくさん山に登りたいと思います。（菅野冴花／海外）
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市民の力とつながりで
社会を紡ぎなおす

ま と め

　

様
多
、
化
雑
複
も
に
り
ま
あ
が
題
課
や
題
問
の
会
社

乗
を
機
危
の
こ
は
織
組
会
社
民
市
、
で
中
る
い
て
し
化

識
認
う
い
と
、
か
の
る
い
て
せ
た
果
を
割
役
る
え
越
り

。
た
し
ま
し
画
企
を
集
特
の
こ
ら
か

　

意
ご
ら
か
々
方
の
場
立
な
ま
ざ
ま
さ
と
析
分
の
状
現

は
ら
か
ん
さ
原
萩
、
ず
ま
。
た
し
ま
け
だ
た

る
れ
ら
め
求
に

ザ
デ
、
考
思
的
理
論
（
考
思
の
つ

に
業
事
の
援
支
労
就
、
は
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こ
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進
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縦

　

」
属
所
な
的
層
複
「
ば
わ
い
、
り
あ
で
」
民
市
き
弱
「

。
た
し
ま

今月のモットー：着実（杉山和明／総務・会計）


